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１．ま　え　が　き

東京大学演習林の 14観測地において収集された 2016年の気象観測値を報告する。14地点の

うち 5地点は基盤データ整備委員会気象部門で責任をもつⅠ種観測地，9地点は各地方演習林で

責任をもつⅡ種観測地である。これらの観測は全て教育・研究を目的として行われており，デー

タの利用は教育・研究目的に限られる。

　資料の取りまとめは，2017年度の気象部門総括の蔵治光一郎，2017年度の教育研究センタ

ーデータ管理担当の丹羽悠二が各地方演習林の担当者と協力して行った。2016年の総括，管理

担当者，各地方演習林の担当者は表－ 1のとおりである。

2000年までの気象データは本誌において年報・月報の 2本立てで報告してきたが，月報はホ

ームページ（http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/）上で公開することとしたため，2001年以降の気象

データは，本誌では年報のみの報告にとどめてきた。

2016年以降の気象データは年報・月報とも本誌で報告する。

２．観測法ととりまとめ法および観測地の位置

観測に用いた標準センサーを表－ 2に，観測地の位置，観測項目および観測機器を表－ 3に
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示した。

観測法とそのとりまとめ法は以下のとおりである。気象庁の観測と異なる点があることに注意

を要する。

1    日界は 0:00 とする。

2    温度，湿度，風向については 10秒に 1回の計測を行い，6分に 1回（生態水文学研究所で

は 5分に 1回）それらの平均値を観測値として記録する。

3    日最高・最低気温は 10 秒に 1 回の計測を行い，それらの最高・最低値を観測値として記録

する。観測結果の表で平均最高・最低気温はそれぞれ日最高・最低気温の月平均値を，月最

高・最低気温はそれぞれ日最高・最低気温の月最高・最低値を示す。

4    地温については 6分に 1回（生態水文学研究所では 5分に 1回）の計測を行い，その値を

観測値として記録する。

5    日射量については 10秒に 1回の計測を行い，6分に 1回（生態水文学研究所では 5分に 1

回）それらの平均値を観測値として記録する。

6    風速については 10秒間の平均風速を測定し，6分に 1回（生態水文学研究所では 5分に１

回）それらの平均値を観測値として記録する。観測結果の表で風速の最大欄は日平均風速の

月間最大値を示す。

7    降水量については，6分に 1回（生態水文学研究所では 5分に 1回）積算値を観測値とし

て記録する。

   最大積雪深，積雪日数，降雪および積雪の初日，終日については，一部のⅡ種観測地のみ

で観測されている項目であり，観測法と取りまとめ法の詳細は，各観測地が所在する地方演

習林に問い合わせいただきたい。

9    月平均・合計値は 10秒ごと（ただし地温のみ 5分あるいは 6分ごと）の全観測値から求め

た日平均・合計値を用いて求めた。

10    年平均値は 12個の月平均値の平均値ではなく，366個の日平均値の平均値を記載した。

各年において欠測日が 6日以上のときは，その項目の年平均値の欄は空欄とした。年最高・

最低・最大値は，月最高・月最低・月最大値の最高・最低・最大値とした。各年において

欠測日が 1日以上のときは，年最高・最低・最大値は空欄とした。ただし，欠測が夏季の

みの場合の年最低気温など，欠測があっても値の確定が可能と判断された場合は，この限

りではない。

11    測定を行っていない項目については「－」を記載した。

12    月最高・月最低・月最大値および降水量については，各月において欠測日が 1日以上のと

きは月最高・月最低・月最大値，月合計値，生起日，量別降水日数の欄を空欄とした。そ

れ以外の項目については，各月において欠測日が 6日以上のときは月平均値の欄を空欄と
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した。各月において欠測日が 5日以下の場合は，その日を除いて月平均値を求め表に記載

した。

13    全ての欠測の月日を該当する観測地の表の最下段に記載した。

なお，6分ないし 5分間隔で記録された生データはデジタルデータとして，各地方演習林と教

育研究センターに保管してある。

表－ 2　 標準センサー一覧　Table2.　List of standard sensors for observation

表－ 1　2016年の総括，管理担当，各地方演習林の担当者　Table1. List of persons in charge in 2016
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表－ 3　 観測地の位置および観測法　Table3. List of stations and observation system
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表－ 3　 つづき　Table3. Continued
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３．観測結果
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４．過去に公表した演習林気象報告修正

演習林5 号掲載の東京大学演習林気象報告（自2014年1月至2014年12月）249ページ，秩父演

習林小赤沢観測地の7月の日最高気温に関して，観測値が記録されたにも関わらず，取りまとめ

の際に欠測としてしまった日があった。誤りを修正し再計算した結果，日最高気温の月平均値を

修正する。

「気象月報」については，東京大学学術機関レポジトリ（UTokyo Repository）に掲載してい

ます。

URI: http://hdl.handle.net/2261/00074143

演習林　第五十八号


